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筑波大学における超伝導重力計 (CT36)の再立ち上げ―犬山から石垣島への移設―
Refurbishment of the SG-CT36 at University of Tsukuba for a new challenging observa-
tion at Ishigakijima, Japan
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スロースリップイベントの検出を目的とした石垣島での超伝導重力計 (SG)による観測を開始するにあたり、10年以上
の間、名古屋大学犬山観測所で使用していた超伝導重力計の再生作業を実施した。具体的には、冷凍機のオーバーホー
ル、冷凍機用圧縮機の空冷式への更新、常温からの再立ち上げを実施した。その結果、液体へリウムの調達や頻繁なア
クセスが容易ではない、離島での観測に耐えうる重力計システムに再生することができた。本発表では主に、筑波大学
研究基盤総合センター低温部門で実施した、センサを常温に戻してからの再立ち上げ作業を中心に報告する。石垣島移
設後の初期の SG観測結果については今西ほか（本連合大会）の発表を、また絶対重力測定を含む全体の観測計画につい
ては田中ほか（本連合大会）の発表を参照されたい。

本研究は科研費（23340125）の助成を受けたものである。
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